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一 実態調査から一
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1.[よ じめ に二
日本語学習者か ら日本語 に関する質問 を受けるとき・筆者はそれに対応
しながらこんなことはもう学習 してあるはずなのにと直感す るものがある
一方で,果 たしてこのようなことは 日本語教育の中のどの段階でどのよう
な取 り扱 われ方 をしているのだろうかと自問自答するものもある。外国語
である日本語 を習得す るためにはその過程の どこかで目的達成に必要な事
柄を学習一 その方法 ・程度は別 として一 しなければな らないのである
携 その過程で知 らない・分からないなどということが学習者から出てく
るのは目本語教育のどこかに不備な点恭あ り,そ の学習ができるようにな
っていない可龍性 が考 えられ る。
最近の 日本語の研究は・ 日本語教育とい う分野が社会の中で揚所を得つ
つあるのを反映 して,そ の中身にも日本語教育に応用可能な広が りと進展
が見 られ る。 このようなことを考えあわせた場合,現 在学習者にとって学
暦すべき事柄 がどの程度知識 として得 られているかその実態 を調査 してみ
るのは有意義であると考えた。調査 によって,そ の知識が習得 されていな
いなら問題はどこにあるのかなどが明 らかになってくる。
そこで,本 稿ではその手始 めに 「タ」形の意味 ・用法に関する実態調査
を試みた。実態調査の目的は,文 法論の観点か らその結果の分析をするの
ではなく,日 本語教育の中でrタ 」形の用法がどれだけ学習者に習得され
ているか・そこからどんなことが推測できるかを考察して い くこ とにあ
一166一
る。 以 下,実 態 調 査 の作 成 法 ・設 問 内容 ・結 果,外 国 人 用 日本 語 教 科 書 に
お け る 「タJ形 の導 入 の実 態,ま とめ の順 で述 べ る。
2,実 態 調 査 の 作成 法
2-L実 態 調 査 の対 象
実 態 調 査(以 下,調 査 と略 す)の 対 象 は 日本 語 の基 礎 的 な表 現 ・文型 ・文
法 学 習 を終 了 した者 で,段 階 は 中級 以 上 と した。 具 体的 に は,横 浜 市 立 大
学 学 部1,2年 生(26名),明 治 大 学学 部1,2年 生(42名),早 稲 田大 学 目本 語
研 究教 育 セ ン タ ー中2,上1～3レ ベ ル(20名),創 価 大 学 学 部1年r14名),
慶 応 義 塾 大 学 国 際 セ ン ターII-Aレ ベ ル(9名)で 総 学生 数111名 で あ る。
調 査 の 中 で・ 氏 名 の他,国 籍,学 習 歴(機 関 ・期 間 ・教材)を 記 入 す る よ
うに した。 国 籍 は韓 国(38名),中 国(台 湾 ・香 港 を含 む1(34名),ア メ リ カ
(9名),ド イ ツ(4名)ン マ レー シア(ヰ 名),ブ ラ ジル(3名),フ ラ ンス(2名)
イ ギ リス(2名),タ イ(2名),イ ン ドネ シ ア(2名),ロ シ ア(1名),ペ ル ー
(1名),イ ン ド(1名)ポ ー ラン ド(1名),ス ペ イ ン(1名),ス イ ス(1名),
トル コ(1名1,カ ナ ダ(1名)う ニ ュ ー ジー ラ ン ド(1名)シ オ ー ス トラ リ ア
(1名).フ ィ ン ラ ン ド(1名)で あ る。 学 習 歴 に関 して は書 き込 み方 の説 明
が不 徹 底 だ った た め精 確 で は な い ので あ る 魁 そ の傾 向 と して 次 の よ うな
こ とが言 え る。 学 習機 関 につ いて の大 学 学 部 生 の場 合 は,日 本 で の 日本 語
教 育 機 関(国 際 学 友 会 日本 語 学 校 ・東 京 外 譜 専 門学校 な ど)が 挙 げ られ て い
る が,中 級 レベ ル以 上 の 目本 語 専修 コー ス の学 生 の揚 合 は,自 国 で の 大 学
〔ドィ ツ ・ボ ン大 学,ア メ リカ ・南 力 ・ ライ ナ大 学,ロ シ ア ・モ ス ク ワ大 学
な ど)び 併 記 され て い る もの が多 い。 学 習機 関 につ い て は ヰか月 か ら8年
ま で で,1年 以 内 の学 習 者 は 自国 の大 学 で勉 強 した もの が多 い。教 材 は書 名
を覚 えて い なか った り空 欄 だ った りして い て列 挙 しに くい の で省 略 す る。
2-2.実 態 調査 の設 問
「タ3形 の用 法 に つ い て の調査 用 設 闇 を 作成 す る に 当 た っ て,次 の よ う
な こ とを考 えた。
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a)意 味 ・用 法 の領 域
言 葉 を コ ミ ュニ ケ ー シ ョン の手 段 と して 用 い る には,そ の言 葉 が も っ て
い る意 味 の理 解 がで き る こ とび必 要 で あ る。 と い うこ とは,言 葉,こ こで
は 日本 語 を 習 得 しよ うとす る と き,日 本 語 の表 現 の形 態 面1〕を正 確 に 識 別
す る こと がで き,正 確 に書 き取 る こ とが で き て も,そ の表 現 の意味 が理 解
で き て い な け れ・ば何 の役 に も立 た な くな る。 ま た,一 つ の表現 に一 つ の意
味 とは限 らな い こ とか ら,・意 味 が複数 あ る場 合 それ ぞ れ の意 味 の違 い に よ
る用 法 を学 ば な けれ ば な らな い。 従 って,日 本 語 の表 現 を習 得 す る と い う
こ とは,そ の形 を認 識 し,意 味 を理 解 し,用 法 を知 る とい う こ とに な る。
こ こで は,上 記 の こ とが,「 タ」 形 につ いて 調査 の対 象 看 に ど の程 度 実
現 して い る脅 その実 態 を把 握 しよ う とす る もので あ る。
「タ」 形 の 意 味 理 解 に 関 して は ,テ ンス ・ア ス ペ ク ト ・ム ー ドの 三 類 に
分 け る。 これ は 寺村(1971)に 従 った もの で あ る が,寺 村 自身 は 「タ」 形 の
意 味 と機 能 を考 察 す る に あた っ て,「 ル と タ の対 立 は,ど うや らア スペ ク
ト ・テ ンス ・ムー ドとい った従 来 の文 法 範 疇 の いず れ に も また び る性 質 の
もの ら しい こ とが うか がわ れ る。 い や これ ら三 つ の.範囁 そ の も のがせ つ然
と分 か ち難 い性 質 の も ので あ る とい うの が正 しい か も しれ な い。」2)と し な
が ら・ 「タ」 形 の用 法 を述 べ る に あた って は上 述 の三 っ に分 け て い る。 筆
者 も こ こで の調 査 の対 象 者 が学 習 した で あ ろ う目本 語 教 科 書,教 材 を考 え
ると この 分 け方 が い い と考 えた 。
「タ」 形 の用 法 に関 して は
,同 上 書 で 「タ」 形 が どの よ うな構 文 の 中 で
テ ンス ・アス ペ ク ト ・ム ー ドを現 して い る か を考 察 して い る。 そ して・ 述
語 の 「タ」 形 が主節(文 末)に 現 れ る場 合,従 属 節 に現 れ る場 合 ・連 体 修 飾
節 に現 れ る場 合,ま た,種 々 のム ー ドを表 す 「タ」 形 が観 察 され て い る。
筆 者 もそれ らが調査 の対 象 者 に よ っ て学 習 され て い な けれ ば な らな い もの
と考 え た。 た だ し,頻 度 ・利 用 度 を考 え・ 基 礎 教 育 の段 階 では 敢 えて取 り
工)「 タ」 形 で は,「 話 す 」 の場 合,「 話 した」 漆そ の形 態 で あ る。
2)寺 村 秀 夫r付 録`タ'の 意 味 と機 龍」r目 本 語 の シ ン タ ク ス と意 味II』p・319.
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上 げ な くて もい い と思 え る も の一 例 え ば・ 乱 暴 な感 じ を与 え る・ さ し追
っ た要求 表現 「どい た,ど いた」 な ど一 は除 外 した 。
ム ー ドを表 す 「タ」 形 の用 法 は い くつ か あ るが,教 揚 で の導 入 に関 して
は学 習 者 の必 要度 を考 慮 しな が ら提 示 す れ ば よい。 多 く を一 度 に学 習 し混
乱 を起 こ させ る のは避 け な けれ ばな らな い。 た だ し,「 タ」 形 には ムー ド
を表 す用 法 が あ る とい う ことは,基 礎 教 育 の段 階 で学 習 項 目 と して組 み込
ん で 置 か な けれ ば な ち な い。 要 は・ 概 念 を学 習 す る こ と が必 要 だか らで あ
る。 ム ー ドとい う語 は,そ の意 味範 囲 が広 く取 られ た り狭 く取 られ た りす
る よ うで あ る が,「 話 し相 手 に対 す る話 し手 の態 度 」2)と い う点 で は共 通 し
て い る。 従 って,話 し手 の心 的 態度 と言 い換 え られ る で あ ろ う。 話 し手 の
心 的 態 度 と言 うこ とに関 して,こ れ は 「タ」 形 に 限 らず,日 本 語 が他 の外
国 語(ヨ ー ロ ッパ語)と 比 べ て,話 し手 の主 体 的態 度 を表 す の に豊 富 な言 語
形 式 を持 っ て い る と言 わ れ るの。これ 恭 目本 語 の特 徴 の一 つ で あ る な ら,
rタ 」 形 の用 法 につ い て も 目本 語 教 育 の 中で そ の 話 し手 の心 的態 度 面 を 学
習 過 程 の早 い時 期 に教 示 して お く こと が必 要 な の では な い だ ろ うか。 そ う
して お け ば・ 受 け身 文 や受 給 動詞 文 な ど も その特 徴 をよ り効 果 的 に学 習 で
き るの で あ る。
b)設 問 の しカ}た
前 述 した よ う に,言 葉 は意 味 ・用 法 が理 解 で きな けれ ば,実 際 に使 用 す
る こ とが で き な い の で ある か ら,調 査 で も それ がで きて い るか ど うか わ か
るよ うな設 問 を考 え る こ とに なる。 そ れ で,3種 類 の方 法 を考 えた。
(1)状 況 設 定 した揚 面 で述語 の 部 分 を ブ ラ ンク に し・ こ うい う表 現 意
図 が あ る とい う こ とを与 えて 置 い て ・適 当 な述 語 の形 を入 れ るよ
う にす る もの。
(2)状 況 設 定 した揚 面 で 「タ」 形 の述 語(傍 線 を引 く)'を出 して置 き,
そ の用 法 を ヒン トと して与 え られ て い る複 数 の文 か ら正 用 を選 ぶ
3)小 川 芳 男値 編 集 『日本 語 教 育事 典 』p,191ム ー ドの項 の一 部
4〕 渡 辺 実rシ ンポ ジ ウム 目本語2目 本 語 の文 法 』p・246～8.
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よ うにす る もの 。
(3)従 属 節 の述 語 に 「タ」 形 と 「ル 」形 を並 べ,そ れ ぞ れ の意 味 内容
を表 して い る文 を選 ぶ よ うにす る も の。
3.実 態 調 査 の 設 問 内 容
次 に設 問 内容 を順 に記 す(資 料 参 照)。
設 問1
話 し手 の心 的 態 度(ム ー ド)を表 す 「タ」 形 の うち・期 待 ・予 想 がま
さ に実 現 した揚 合 のrタ 」 形 。 設 問 で は,約 束 の時 間 に なか なか来 な目
い友 人 が,や っ と現 れ た 時,「 来 た,来 た 」 と言 う表 現 が使 え る か ど
うか を問題 と した ものo
設 問2
連 体修 飾 の述 語 が 「タ」 形 に な る と,「 ～ て い る!～ て あ る」(結 果
の現 存)の 意 昧 を表 す 場 合 の 「タ」 形。 設 問 で は ・ 女 の 人 が盲導 犬 を
つ れ て い る 状態 で あ っ た こ と を 表 した い 場 合,「 っ れ た 」 の形 が使 え
る か ど うか を問題 と した ものq
設 問3
「「～た ら
,(～ た フ」 の よ うに条 件 節 が先行 す る と,過 去 の出来 事 の
推 定 ・仮想 を表 す こ と がで き る 「タ」 形 。・これ は 「タ」 形 の後 に推 量
を表 す助 動 詞 が省 略 され た と 見 ら れ る。 設 問 で は,実 際 は助 か った
が,病 院 へ来 るの が も う少 し遅 か っ た らだ めで あ った だ ろ うとい う こ
とを表 した い場 合,r助 か らな か っ た」 の形 ぶ 使 え るか ど うか を 問題
と した も の。
設 問4
話 し手 の心 的 態 度 を表 す[タ 」 形 の うち,過 去 に起 こ った こ と に対
す る話 し手 の現 在 の気持 ち ・感 情 を表 す場 合 のrタ 」 形 。 設 問 で は,
会 話 文 の 中 で用 い られ て い る 「タ」 形 の表 す 意 味 が理 解 で きて い るか
ど うか を問題 と した もの で,三 文 か ら正 用 を一 文 選 び だす もの。 そ の
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三 文 は,1)事 実 を表現 して い る。2)話 し手 の 気 持 ち を表 現 して い る。
3〉未 来 を表 す 語 「明 日」 と 「タ」 形 は使 え な い の で誤 文 で あ る。
設 問5
話 し手 の心 的懇 度 を表 す 「タ」 形 の うち,過 去 に認 識 して い た こ と
を忘 れ て いて,そ れ を想起 す る揚 合 の 「タJ形 。 設 問 で は.設 問4と
同 様1こ 「タ」 形 の表 す 意味 を三 文 か ら正 用 を一 文 選 び だす もの。 そ の
三 文 は,1)事 実 を表 現 して い る。2)未 来 に関 わ る事 柄 を思 い出 した
こ と を表 現 して い る。3)未 来 を表 す 語 「明 目」 と 「タ」 使 えな い の で
誤 文 で ある。
設 問6
従 属 節 の述 語 働 作 ・で きご との動 詞 〉がrタ 」 形 に な る と,完 了,
即 ち実現 した 後 の意味 を表 す 揚 合 の 「タ」 形 。 設 問 で は,二 文 を並
べ,`方 は従 属 節 の述 語 を 「タ」 形,他 方 は従 属 節 の述 語 を 「ル 」 形
(辞 書形 〉に し,意 味 の相 違 が分 か る か ど うか を問題 と した もの。
以 上 で あ る、 調 査 は 動 詞 の種 類別 に ま で及 び 綱 か く設 問 しなか った が,
そ う しな くて も学 習 者 が ど の程 度 「タ」 形 を獲 得 して い るか は判 断 で きる







@次 の問いに答 えて ください。
1) A
B
田 中 さん遅 い ね 。 も う30分 も待 って る よ 。
そ う ね 。.あ っ, o
閤 いi待 っていた 田中さんが現 れたこ とを表 したい揚合 は,次 の どち らが目
適 当ですか。適当な方 に○ をっ けなさい.




〉2 電車の中で,盲 導犬 を
へ え,日 本 で は珍 しい ね 。
女 の人を見たよ。
問い=女 の人 解盲導犬(目 の不 自由な入が道 を歩 くとき,助 ける犬)を っれ
ている状 態だ った ことを表 したい場合 は,次 の どち らが適 当です か。
適 当な方 に○ をつけなさい。
1.つ れた2.っ れ る
3) その医者 はrあ の患者 は もう大丈夫 ですよ。で も,病院 に来た時は出血 がi
ひ ど か つた.も う少 し遅 か った ら,.」 と言 って い る』
問 レ、=実 際 は助 か っ た が,も う少 し遅 か った ら,だ め だ った だ ろ うと い う
こ とを表 した い場 合 は,次 の どち ら が適 当 で す か。適 当 な方 に○ を つ
け な さい。
i.助 か らな い2.助 か らな か った
拙
H
　4 明 日,一 緒 に遊 び に行 けな くなって しまって,残 念で したわ。
ええ,ぜ ミの発表 があるんです。
問 い=
i「残念 で した」(全線部)の 形 につ いて,そ の意味 ・内容 は次の どれが1
!正 しいですか。正 しい文 の番号 に○ をつけなさい。
i1・ 一 緒 に遊 び に行 け な い の がシ 「残 念 だ」 と い うこ と を表 して い る。1
2・ 一 緒 に遊 び に行 けな い の を ・rAさ んが とて も残 念 に 思 って い る乏
とい う こ とを表 して い る。
3.「 残 念 で した」 の形 は正 し くな い 。 それ は 「明 日」 と 「残 念 で し・
牟」 の 形 は,同 時 に使 え な い か らで あ る。i
)一〇
急 無 驚 鷲 灘 後、.中村,ん,約束,勉「1
ました・Fl
問 いlrあ りま した」(下 線 部)の 形 にっ いて,そ の 意 味 ・内 容 は次 の ど れ が
正 しい で す か。 正 しい文 の番 号 に○ を っ げな さ い。
i.中 村 さん との約 束 が あ る こ とを表 して い る。
2.中 村 さ ん との約 東 が あ る こ とを思 い出 した こ とを表 して い る 。
3.rあ りま した 」 の形 は正 し くな い 。 そ れ は 「明 日」 と 「あ りま し:
た」 の 形 は,同 時 に使 え な い か らで あ る。
目6) 〔A)こ れは北海道 に行 くとき,買 った地 図です。
(B)こ れ は北海道 に行 ったとき,買 った地図です 。
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問 い= 上 記の文,A)B)は 次のどち らの意 味 ・内容 を表 していますか。正 し
い方に○ をつ けなさい。
地図 は北海 道で買 いま した。((A)(B))
地図 は北海道 に行 く途 中で買い ました。((A)(B))
ご協力 ありが とうご ざいま した!1!'
4.実 態調査の結果
4-L正 誤の回答率
調査の結果,対 象者の正誤 の回答率は次の表(1〉 のようになった。























(設問4.5の 誤 は三択 のため回答 は二種 類 ある〉
表(1)に よ る と,設 問 中,誤 答率 が高 い の が設 問4,5(話 し手 の心 的 態 度
を表 す もの)で,次 いで 設 問2(連 体修 飾 の述 語 で,ア ス ペ ク ト を 表 す も
の},設 問3(条 件 節 が先行 し,推 量 の助 動詞 が省 略 され た もの)が 続 い て
い る。
4-2・ 成 績 と弱点 の相 開
次 に,回 答 者 の誤 答 数 と,ど の設 問 を誤答 した か に 関 し て は,次 の表
(2)の よ うに な った 。
表(2)の 上 二 段(誤 答 数 ・回答 者数)か ら分 か る こ とは,設 問6題 中,誤
答2題 が47名 で一 番 多 く,次 いで,誤 答1題(31名),誤 答3題(18名)
で あ る。 誤 答 無 しは6名 で あ る。 また,設 問6題 中 の ど こ を誤 答 して い る
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か を観 て み る と次 の よ うな こと がわ か る.
1)誤 答 が少 な く,誤 答 数 が 玉題 の者 は,そ の誤 りが設 問4に 集 中 し,
設 問5が それ に次 い で い るが,設 問1,6の 誤 りは極 端 に少 ない。
2)誤 答 が中 位 で,誤 答 数 が2題 の者 は,そ の誤 りが設 問4,5に 多 いと
い う、県で は,1)と 同 じで あ る が,異 な る点 は設 問2,3も そ れ に次 い
で 誤 りが多 く,設 問1,6の 誤 りび最 少 で あ る とい う こ とで ある。
3)誤 答 が多 く,誤 答 数 が5題 の者 は,そ の誤Pが 設 問 全 体 に渡 っ て平
均 的 に あ る。
4-3.ま と め
以 上 の こ とか ら次 の こと が言 え る。
1)成 績 の 良 い者 〔誤 答 数 が1題)で,誤 答 率 が 高 か った の は 話 し手 の心
的態 度 に つ い て の設 問4,5で あ る(表(2))。
2)た だ し,同 類 の設 問1は 全 員 がで きて い る。 これ は,そ の設 問 の仕
方 に理 由 が あ る と考 え られ る。正 答 率 の高 い設 問1は 形態 を闇 題 に
して い る一 「来 る,'来 る」 で は な く,「 来 た,来 た」 を 選 ば せ る
一 も の なの で,調 査 対 象 者 の 生活 環 境 を考 え た揚 合,生 活 の中 で
そ の状 況 が身 辺 に起 こ って い れ ば,音 と して聴 いて い る こ と に な る
ので,意 味 まで 認識 して い な くて も・設 問 に正答 す る こ と がで きた
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の で は な い だ ろ うか。
3)誤 答 の多 い者(誤 答 数 が4～5題)は,全 体 に渡 って誤 答 して い る。
この理 由 と して,用 法 の未 習 ・既 習 とは か かわ りな く誤 って い る と
考 え られ る ので,こ れ は・個 人差 か ら来 て い る と考 え られ る。 少 数
派 で ある。
4)設 間 ヰ,5の 三択 の問 題 では,答 え方 が分 散 して い る 〔表(1))。
これ は,話 し手 の心 的懸 度 を表 す とい う文 が正 文 な の で あ る が,2
誤 文 の うち,一 方 は 「タ」 形 は テ ンス しか表 さ な い とい う もの で,
そ れ を正答 と して い る者 が設 問4,5と も に32名 い る。 こ こか ら考
え られ る こ とは,思 い込 み と い う こ とで あ る。 久 原 恵 子 の 論 で は 知
識 の獲 得 過 程 で 学 習 者 の持 っ て い る知 識 と の関係 につ いて,知 識 め
獲 得過 程 で は学 習者 の持 って い る知 識 の構 造(つ ま り・ ス キ ー マ)を
全 く変 化 させ な いで,矛 盾 す る情 報 は受 げ付 けず ・ 無 視 して しま う
こ と が あ る こ とを示 して い る51。 つ ま り,知 識 の獲 得 過 程 で ぽ 自分
の 持 って い る知 識 に固執 し,他 の可 能 性 を無 視 ・認 めよ う と しな い
こ と が あ る とい うので あ るσ
こ の こ とは,「 タ」 形 につ い て も,「 タ」 形 は テ ンス しか表 さな い
と回答 して い る者 が か な りい る と い う結 果 が出 て い る こ とか ら・ そ
の導入 の仕 方 が問 われ て もい い よ うで あ る。
こ の よ うな こ と が考 え られ るので あ る が,次 に,現 在 使 われ て い る外 国
人 用 日本 語 教 科 書 で は,「 タ」 形 の導 入 が どの よ うに,・ ど こま で され て い
る か を調 べ 概 観 す る。
5.外 国 人 用 教 科 書 に お け る 「タ」 形 の 導 入
外 国 人 用 日本 語 教科 書(以 下,教 科 書 とす る)の 中 で 比較 的普 及 し て い
て,上 級 毅 階 へ進 む た め の基礎 学力 を養 成 し よ う と して い る もの を選 ん だ。
5)久 原恵子 「第7章 知識の獲得過程」p.114～116、 波 多野余夫編 『自己学 習
能力 を育 て る』
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取 り上 げた 教 科 書 は,「BASICJAPANESEVoL1」(大 阪 外 国 語 大 学
編)・ 「日本 語 初 歩 」(国 際 交 流 基 金 編),「 初 級 日本 語 」(東 京外 国語 大 学 編),
rINTENSIVECOURSEINJAPANESE
」(対 外 日本 語教 育振 興会 編),
r文化 初 級 日本 語L口 」(文 化 外 国語 専 門学校 編 〉
,「外 国 学 生用 目本 語 教 科
書 初級 」(早 稲 田大 学 日本 語 研 究教 育 セ ン タ ー編)の6種 で あ る。
次 が これ ら教 科 書 で の 「タ」 形 の導入 で あ る。
5-L文 末 に現 れ る も の
文 末 に現 れ過 去(テ ンス),完 了(ア ス ペ ク ト)を 表 す も のは全 教科 書 で
扱 って い るはず だ が,確 認 した の が次 の表 で あ る。






































(教科書 は上述 の順 で頭文字。例=O一 大 阪外 国語大学,
文 と して は,次 の よ うな もの が あ る。
1)き あ う動 物 園 へ い き ま した か。(W.11課)
2)学 生 は も うみ ん な 帰 りま した。(K.9課)
3)き の うも あつ か った で す か。(K.10課)
4)き の うもい い天 気 で した。(K.10課)
5-2、 文 中 に表 れ る もの
文 中 で は従 属 節 ・連体 修 飾 節 中 の述 語 と して表 れ る。
5)う ちへ帰 っ た時 に は,「 た だい ま」 と言 い ます。(K.14課)
(こ の動 作 が完 了 ・実 現 した 後 と い う意 味 を表 す 用 法 は 「うち を出
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る時 には・ 「い って ま い ります 」 と言 い ます 。」 と並 べ て導 入 され て
い る教 科 書(上 記 の他,T15課,B・28課)と,そ うで な い教 科 書
(W.15課)が あ る。)
6〉 い そ が な いか ら,会 った ときで もか ま い ませ ん.(N.31課)
7)和 服 を着 た女 性 が多 いで すね,(T・26課)
(こ のr～ て い る」 を表 す用 法 は導 入 され て い る教 科 書(上 記 の他 ・
K,17課,N.23課,W,40課)と そ うで な い もの と が あ り,ば ら
つ き が あ る。)
5-3・ 文末 に現 れ ・話 し手 の心 的態 度 を表 す もの
文 末 に現 れ て 話 し手 の心 的 態 度 を表 す もの には 次 の もの が あ る。
8)だ いぶ お元 気 な ので,安 心 しま した。(W.28課)
9)こ こで は い ろ い ろ の こ と を自分 で や らな けれ ば な りませ ん か ら,こ
ま りま した 。(K,15課)
10)き た な く しな いで くだ さいね。 は い,わ か ρま した。(K.14課)
(以上,話 し手 の発 話 時 点 にお け る気 持 ち を表 す 用 法 。〉
11)あ,そ うで す ね。1時 問 の約 束 で した ね 。(W.29課)
12)林 先生 は何 時 の飛 行 機 で 出 発 され るん だ った か な。(K,討 課 〉
似 上 ・ 忘 れ て い た こ と を思 い出 した り・ 不 確 か な記 憶 で ある こ と
をい っ た りす る用法 。)
限 られ た教 科 書 しか調 べ て い な い ので,大 雑 把 な こ とし か わ か ら な い
が,用 法 の導 入 を数 多 く行 って い る教 科 書 には 限 りが あ る よ うだ し,そ の




現行の目本語教育は,日 本では教授法 として問答法(改 良された ものを
含め)が 主流 を占めている,そ れによると文構造 を積み立てていくための
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教室作業が行われ る。段階としては初級 ・中級 ・上級 となるのであるが,
厳密にその範囲を規定するあは難 しい。 目本語教育事典 によると,初 級 レ
ベルの学習目標における文法は 「助詞 の機能,活 用語 の活用・受け身・使
役,敬 体についての概念と正 しい使い方」 とある。 これで充分 かどうかは
別問題 として・初級鍛階とは学習者が目標 とするところまで 日本語 を学ん
でいくにあたって・その基礎 となる土台を学習す るところであると言 えよ
う。また,初 級段階の重要性が言われるのは,こ の段階でどのような基礎
知識 を得ておくかがその後の学習成果 を左右す ることになるか らである。
認知的心理学の研究業績の進展で,母 語による学校教育の教育改革が行




ーシコン手段 とする文化 ・社会環境の中で,し かも時問をかけて行われ る
のに対して,外 国語教育はそのような文化 ・社会環鏡 の外 にいた人間が限
られた時問内に特定の目標 を目指 して行われるというところにある。従 っ
て,外 国語教育に関しては,教 え方の方法 を工夫すると同時 に,何 をどれ
だけ学習するのかが準備 されていなければならない。 それ を担 うものが教
材 ・教師であると言えよう。
今回のrタ 」形の実態調査から,rタ 」形 の心的態度 を表す用法が学習
されていないか,ま たは,定 着 していないかを推測 させる調査結果が出て
いるということか ら 「タ」形に関 して,何 をどれだけ学習すべ きかを再考
する余地のあることをがわかった。
6-2・ 日本語研究と日本語教育
目を転 じて,日 本語研究の現状を観てみると,言 葉 自体 の研究 ・運用面
の研究どちらも種々の進展 ・提示 がなされているが,前 者の中 にも現揚の




それ を構成する二大要素があ り・一つは客観的な事実 を表す要素で・他は







たのに・ よく説明しました」 のような文章 を聞かされることがある。文型
としては誤 りがなくて も・多分学生本人の伝えたい気持ちまでは聞き手に
届 いていないのである。このよ うな揚合,習 得力の個人差がこの種の発言
をさせると片付 けることもできるが,そ れよ りも教科書の構成法 を再考す
るほうがより前向きの姿勢になると考える。
本稿 の 「タ」形の調査結果に戻って考えると,表 現主体の心的態度を表・
す表現 が日本語の特徴 を表す ものの一つであるな ら,日 本語の基礎教育の
段階 でそれを認識 させ られるような学習項 目としての地位 を与え られなけ
ればならない。 そうすれば,学 習者の話す 日本語はよ りよ く変わってくる
に違 いないと考 える。既存の教科書でも,例 えぱ,「 あ,あ りました」(34
課〉(『日本語の初歩』(国際交流基金編))を はじめ,表 現主体の感情が込め
られている文例 が取 り上げられているものもあるが・筆者の自己反省 をも
含 めてそこが弱められて教示されているのではないだろ うか、近年の日本
語研究の業績 を目本語教育の現場に反映 させたい ものである。
7.お わ り に
以 上,実 態 調査 か らい くつ かOこ と を観 察 ・考 察 して み た。 総 括 と して
6)益 岡 隆志 「2章 モ ダ リテ ィの構 造 」 『モ ダ リテ ィの文 法』
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次のことが言 えるのではないだろうか。
話 し手 の心的態度を表す 「タ」形の用法を学習者に早い時期か ら教示 し
ておくのがよい。それは調査結果では.rタ」形の用法のその部分が高い誤
答率 を示 しているのであるが,日 本語の特徴が表現主体の主観性 を表すこ
とに長けているのであれぱ・その一つである 「タ」形のその部分 に関する
用法を学習者 に強 く印象づけて置きたいからである。また,調 査結果 と既
存の初級教科書とを照 らし合わせて観ると,既 存 の教科書で 「タ」形の用
法が過去 ・完了の用法以外は弱 められて提示 されているということか ら,
rタ」形は過去 ・完了を表ず と思い込む学習者 が出てくるのを防 ぐ手立て
を講 じなければならない。
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